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※「みやけの風」へのご意見・ご要望を、三宅島支援東京センターまでお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 「いよいよ一年だじょな」「思い出すよなぁ」「あんときゃ、こがになるとは思わん

かったじよ～」「だからぁ」「みんなよくがんばったじよ～」「一年はなげぇよなぁ」

「こないだの島民会でも大学の先生が、これぐれぇんときが一番つれぇって話をして

たぞ」「そうだじょな」 
 

■みんなの声 

(1) 希望という名の星 

 六月二十日、朝七時台のNHKニュース

で、三宅島の自然の回復力について、東大

大学院の樋口広芳教授の報告がありました。 

 緑が消えた山に、木の幹から新芽が吹き出

ている様子、イイジマムシクイもヤマガラも以前

と変わらぬ数を確認できた様子など、雄山の

底辺の回復力は早いとのお話でした。 

 避難生活が長引いている中、帰島できる

日につながる「希望」を見い出し、こんな

に嬉しいニュースを待ち望んでいたことを

思い、感謝でいっぱいになりました。 

 大きな宇宙の中の小さな星にすぎない三宅

島ですけれど、島民の思いの深さは、大きさで

は、どの島にも負けないものがあります。 

 自然音のなかに、人のはじける声がまじ

る日も、そう遠くはないことでしょう。 

（阿古 佐々木 美代子） 

 

(2) 江戸川三宅会 小松川サークル発表会に参加 

 先日、湯島天神様へ折鶴二千羽を奉納して

来て、なんとなくほっとした気持ちです。鶴の

次は、亀、キティちゃん、お人形などなど、

色々な作品が出来上がっていきますが、皆

さんに成果をお見せする機会がないと思っ

ていたところ、小松川区民施設でサークル

発表会があるとのこと。みんなで広告紙を

集め、サロンに持ち寄ってカッターで切っ

て作った作品を、早速出品させていただき

ました。 

 三宅島コーナーに来てくださった皆様が
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「三宅島噴火一周年  三宅島災害パネル展」のお知らせ 
 

●第１回「三宅島災害パネル展」（於：都政ギャラリー）いよいよ、スタート！！ 

 先日来皆様に写真の提供のお願いをしておりましたが、いよいよ、東京都、三宅村の

共催を得て、第1回展が開催できることになりました。ご協力ありがとうございました！ 

 きれいだった頃の三宅島や、噴火の後の様子、現地で復興・復旧作業にあたっている方達、

そして、各地で避難生活を送っていらっしゃる皆様の姿など、行政などからもご提供いただ

いたカラー作品約30点と、あわせて都内在住の写真家の撮影した島民の方々の避難生活

の白黒作品約25点を展示いたします。お誘い合わせの上、ぜひどうぞ、ご来場ください。 
 

●「語り部」ボランティア大募集！！ 

 なお、期間中、会場にて「語り部」をしてくださるボランティアを募集いたします。 

交通費、昼食代支給。詳しくは、東京センターまでお問い合わせください。 
 

日時：2001年7月2日(月)～7月7日(土) 10:00～17:00 (初日は12:00～) 
場所：都政ギャラリー 東京都庁議会棟一階 

》》東京センターより》》
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※「みやけの風」へのご意見・ご要望を、三宅島支援東京センターまでお聞かせください。 

「三宅島の方達、頑張っているんですね。安心

しました」とか「大変でしょうが、頑張って下さ

い」と声を掛けて下さいました。また、「つくり方

を教えてください」と言って、その場で折り方を

習ったり、とても楽しい一日をいただきました。 

 帰り道、「また来年も出したいね」なん

て言いつつも「来年は三宅でやりたいね」

なんて話をしながら帰ってきました。 

 どうぞ皆様も、もっと、もっと参加して、皆で

楽しい思い出をたくさん作りましょう。 

毎週 火曜、木曜 1時30分～3時30分 コ

ーシャハイム2号棟集会所でやっています。 

（江戸川三宅会 飯倉 則子） 

 

(3) 災害時の応急教護を学ぼう！に参加して 

 先日、災害時の応急教護の研修会に、三

宅島からの仲間 5 名と参加しました。救

出シュミレーションの劇の後、ペアを組み、

三角巾の使い方の実習をしました。 

一番勉強になったのは、応用編でストッ

キングやワイシャツ等を使った救護法です。

実際の災害時は、身のまわりの物を工夫して

使うしかないと思います。そして救護法を学ぶ

時、もっとも大切なことは、実際に体験した人

の話を聞くことだと思います。 

 私達の経験した噴火災害とこの研修会で

学んだことをあわせ、これからの生活に生

かしたいと思っています。（港区 津村昭子）

 

☆ 特別養護老人ホーム「あじさいの里」のいきいき健康教室 ☆ 
 

 三宅島の特養ホーム「あじさいの里」では、各地で「いきいき健康教室」を開催しています。担当

者の肥後さんも、毎日のように各地を回って、皆さんにお会いできるのを楽しみにしてい

ます。 

みやけの風では、今回から「いきいき教室」開催スケジュールを随時お知らせしてまいります。

なお、日時および場所は、変更になる場合もございますので、事前に電話で確認の上お出

かけください。たくさんの方のご参加で、皆で楽しくげんきになりましょう！！ 
 
 

お問合せ先：あじさいの里     TEL：03-3459-8388 
 

 

６月  テーマ：『熟年にとっての適度な運動』 

日  程 場  所 

6 月 26 日（火）14:00～15:30 東村山 NTT 住宅集会所 

6 月 29 日（金）14:00～15:30 町田市民フォーラム 

 

７月  テーマ：『こう食べれば体と心にもっといい』 

日  程 場  所 

7 月 3 日（火） 14:00～15:30 府中南町アパート集会所 

7 月 4 日（水） 14:00～15:30 北区桐ヶ丘ボランティア会物資センター 

7 月 5 日（木） 14:00～15:30 東久留米市西団地集会所 

7 月 6 日（金） 14:00～15:30 武蔵村山三宅会ふれあいセンター 
 

お知らせ 


